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植物の香気成分の代謝・放出に及ぼす空気中二酸化炭素濃度の影響 
0BSKM014   矢島 杏梨 
指導教員     関根 嘉香 

 
1. 諸言 
植物の代謝・放出する香気成分は、外敵の襲来

を仲間に知らせる情報伝達作用1)や昆虫などに対

する忌避、誘引作用2)などの様々な他感作用があり、

生態系内では情報化学物質として働く。 
一方、大気中の二酸化炭素（CO2）濃度は、IPCC

（Intergovernmental Panel on Climate Change）
の推測によると、2100 年には現在のCO2濃度の約

2 倍以上の濃度に到達すると予測されている3)。

CO2濃度の上昇は地球温暖化に影響をもたらす一

方、植物の生合成に影響を及ぼすと想定される。

そこで本研究では、CO2濃度を変化させ、植物の

香気成分に及ぼす影響を調査した。 
2. 方法 
2.1 香気成分分析方法 
 供試植物は、草本植物のシソ科メボウキ属のバ

ジル（Ocimum basilicum）及びフウロソウ科テン

ジクアオイ属のローズゼラニウム（Pelargonium 
guraveolens）を用いた。植物の香気成分として、

葉から揮発する揮発性香気成分と葉の中に蓄積す

る葉内香気成分の 2 種類に分類し、門らの方法4)を

参考に捕集・分析を行った。揮発性香気成分の捕

集にはヘッドスペース（HS）法を用いた。植物か

ら葉を一枚採取し、バイアル瓶（容量 7 mL、胴経

17 mm、高さ 60 mm）に入れて一定時間静置した

後、瓶内のヘッドスペース空気を 1 mLとり、

GC-FIDにて分析を行った。葉内香気成分の抽出に

はMethyl-tert-butyl ether（MTBE）抽出法を用

いた。植物から葉を 1 枚採取し、その葉を細かく

刻み遠沈管に移し、MTBEを加えて一定時間静置

し香気成分の抽出を行った。抽出溶液を 1 μL取り、

GC-FIDにて分析を行った。また、別途行った

GC/MS分析により、揮発性香気成分及び葉内香気

成分を同定した。 

2.2 インキュベータを用いた高濃度CO2曝露実験 
 IPCCが作成した温室効果ガス排出シナリオの

うち高成長社会シナリオA1B, A1T, A1FIに基づ

くCO2濃度においてバジルを生育し、香気成分の

変化を調査した。照明付きインキュベータ（幅 520 

mm×奥行 520 mm×高さ 1085 mm）にバジル 5 個

体を設置し、CO2曝露実験を行った。インキュベ

ータは日照時間 14 時間に設定、5 日置きにCO2濃

度をコントロールし、各期間内で 3 回香気成分の

サンプリングを行った(Fig.1)。なお、実験期間中

の光量子束密度は 74.13～96.60 μmol/m2/s、湿度 33

～60％、温度 25.1～27.2℃であった。 

2.3 居室を用いた高濃度CO2曝露実験 
 在室者のある居室内は呼気によりCO2濃度が高

くなる傾向があり、6 畳間（換気回数 0.5/h）に 24
時間大人一人が在室した場合、呼気により居室内

のCO2濃度は 1000 ppmにも及ぶ5)。このことから、

人の在室を想定した居室に植物を設置し、香気成

分の変化を調査した。 
居室内（縦 2.4 m×横 7.8 m×高さ 2.8 m）に植

物を設置し、CO2濃度 1012±38 ppmで 22 時間生

育した。実験は 3 種類行い、ローズゼラニウム 4
個体を設置した通常CO2濃度及び、高CO2濃度の

室内、ローズゼラニウム 4 個体とバジル 4 個体を

設置した高CO2濃度の室内で、単一及び異種共存

での傾向を観察した。なお、室内の光量子束密度

2.91～4.32 μmol/m2/s、湿度 40～65％、温度 19.0
～20.0℃であった。 

Fig.1 Control of CO2 concentration in the incubator   
for exposure tests. 
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3. 結果と考察 

3.1 香気成分 

 GC/MS 分析により、バジルの香気成分として揮

発性香気成分はテルペン類 6 種、葉内香気成分は

テルペン類 5 種及びフェニルプロパノイド 1 種を

同定した。ローズゼラニウムの葉内香気成分はモ

ノテルペン類 3 種及びエステル 1 種を同定した。 

3.2 インキュベータを用いた高濃度CO2曝露結果 

高濃度CO2条件下でバジルを生育した結果、濃

度 560±44 ppmでは両成分共に通常時と変化はな

く、濃度 700±17 ppmで生育すると揮発性香気成

分は増加し葉内香気成分は減少した。濃度 970±

47 ppmで生育すると、すべての揮発性香気成分が

増加、葉内香気成分はLinalool以外のすべての成分

が減少した（Fig.2）。 

両香気成分量が変化した原因として、CO2濃

度の上昇に伴い気孔が閉鎖し、蒸散の抑制が起

こり、葉温が上昇し比較的低分子量の揮発性香

気成分が多く揮発したと考えられる。また、低

分子量の揮発成分が多く放散したため、比較的

高分子量の葉内香気成分の生産が減少したと考

えられる（Fig.3）。 

 

Fig.3 Schematic view of the metabolic pathway in a leaf. 

3.3 居室を用いた高濃度CO2曝露結果 

 人の在室を想定した居室内でローズゼラニウム

を生育した結果、高濃度CO2曝露により葉内香気

成分量が減少し、3.2 で行ったインキュベータを用

いた高濃度CO2曝露実験結果と同様の結果となっ

た。一方、ローズゼラニウムとバジルを共存させ

たところ、CO2曝露によりローズゼラニウムの香

気成分の減少が緩和される傾向があった。このこ

とから、2 種類の植物間で何らかの情報伝達がな

された可能性が示唆された。なお、通常CO2濃度

では香気成分量に顕著な日内変動はなかった。 
4. まとめ 

IPCCの作成したシナリオを基に 3 種類のCO2

濃度で実験を行った結果、CO2濃度の増加に伴い

揮発性香気成分は上昇し、葉内香気成分は減少し

た。また、人の在室を想定した居室で植物を生育

した結果、単一時に比べて、異種共存時は香気成

分の減少が緩和される傾向があった。このことか

ら、CO2濃度が増加すると植物の香気成分が鋭敏

に変化し、生態系内での情報伝達に影響を与える

可能性が示唆された。 
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Fig.2 Comparison of amounts of flavor components 
determined for a piece of leaf of Ocimum basilicum. 

A: HS method, B: MTBE method 
*Significantly different at given confidence levels. 
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